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隣人 と の 結び つき 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 社 会 生活 を 構 
成す る 単位 と し て 、 家 庭 の 次 に 来る の が 近 
所 の 人 々 で す 。 村 で も 町 で も 、 農 地 で も 放 
園 で も 、 職 場 で も 、 私 達 に と っ て 最も 近い 
人 々 が 隣人 で す 。 こ の た め 、 私 達 の 崇高 な 
教え は 、 隣 人 と の 結び つき に 重き を 置い て 
いる の で す 。 

崇高 な る アッ ラー は 次 の よう に 仰せ られ 
て お られ ます 。 「 ア ッ ラ ー に 仕え な さい 。 
何 も の を も か れ に 併 思 し て は な ら な い 。 父 
母 に 肝 切 を 尽く し 、 ま た 近親 や 孤児 、 貧 者 
や 血縁 の ある 隣人 、 血 緑 の な い 隣 人 、 道 づ 
れ の 仲間 や 旅行 者 、 お 
よび あな た が た の 右手 
が 所 有する 者 (に 親切 
で あれ ) 。 ア ッ ラ ー は 
高慢 な 者 、 う ぬ ぼ れる 
者 を 御 好 み に な られ な 
い 。」 (婦人 章 第 3 6 
節 ) 預言 者 ムハンマド 
も 、 | ジブ ラー イー ル 
は 私 に いつ も 、 隣 人 に 
良く 振舞 うこ と を 勧め 
た 。 あ まり に も し ば し 
ば 勧め た の で 、 隣 人 達 
を 互い に 相続 人 と 定め る の で は な いか 、 と 
考え た ほど だ っ た 。」 と お っ し や ゃ っ て いま 
す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 了 人 と の 結び 
つき は 、 私 達 の 教え が 非常 に 繊細 な 形 で 重 
き を お いて いる も の で す 。 従っ て 、 よ く 振 
次 う こと 、 食 事 を 提供 する こと 、 反 捗 を 交 
わす こと 、 病 人 の 訪問 を 行なう こと 、 運 谷 
を 分 か ち 合 うこ と 、 贈 り 物 を し あう こと 、 
結婚 式 や 葬式 に 加わ る こと 、 お 悔やみ を 述 
べ る こと 、 害 を 及ぼ す よ うな 行動 を 慎む こ 
と 、 恥 や 欠点 を 探 ら な いこ と 、 必 要 と し て 

る も の が あれ ば 助け る こと な ど が 、 和 区 達 
の 隣人 に 対す る 義務 な の で す 。 

何 年 も 同じ 建物 に 住ん で いる の に 、 互 い 


を 知ら な い 、 了 人 と の 結び つき を 持た な い 、 


多く の 人 々 を 見 る こと が で きま す 。 階段 で 
行き 違う 、 同 じ ア パー ト に 住ん で いる 住民 





と の 間 で 交わ す 反 失 、 笑 顔 、 心 か ら の 態度 
で 近況 を 尋ね あう こと 、 必 要 で あれ ば 隣人 
が 何 か に 困っ て いな いか 誤 ね る こと は 、 隣 
人 関係 の 最初 の 一 歩 と な る も の で す 。 私 達 
の 教え で は 、 こ の よう な 振る 舞い は サダ カ 
の 範 購 に 含ま れる も の で す 。 

また 忘れ て は いけ な いこ と は 、 私 達 の 教 
え で は 、 了 隣人 と の 結び つき は 言語 や 宗教 、 
血筋 、 款 派 、 キ リス ト 教 で や る こと ユダ マヤ 
教 窟 で や る こと な ど を 問わ ず に 行なわ れる 
も の で す 。 預言 者 ムハンマド は ユダ ヤマ ヤ 教徒 
の 隣人 に 対し て も 好意 的 で あり 、 彼 ら と も 
隣人 と し て の 付き 合い 
を 行なっ て いた こと を 
様々 な 文献 か ら 知 る こ 
と が で きま す 。 

親愛 な る ム ス リ 

ム の 皆様 。 人 は 、 家 族 
の メン バー に つい で 、 
陸 人 と も 、 い つも いっ 

ょ に いる の で す 。 何 
か が 必要 に な っ た 時 に 
は 隣人 に 助け を 求め ま 
す 。 病気 な どの 災難 に 
見 舞 わ れ た 時 に は 、 
ず 隣 人 が 助け に 来 て くれ ます 。 暮 らし は 隣 
人 と 共に ある も の で あり 、 了 隣人 と の 関係 は 
し っ か り と し た 基 励 の 上 に 条 か れる 必要 が 
ある の で す 。 了 人 を 家族 の 一 員 と 見 な し 、 
彼ら の 名 誉 や 財産 を 自分 の も の と 同様 に 守 
る べき で あり 、 助 け 合 うこ と 、 訪 問 し あう 
こと を 決し て 忘れ て は いけ な い の で す 。 放 
り や 不機嫌 に 振舞 うこ と は 全く 好ま し く な 
いこ と で す 。 隣 人達 と の 間 で 何 か の 間 題 が 
生じ た と し て も 、 円 熟 し た 態度 で それ を 解 
消す る べく 努力 する べき で す 。 了 人 の 悪 日 
を 言う こと 、 恥 や 欠点 を 探る こと は 、 秘 達 
の 教え で は 禁じ られ て いる も の で す 。 

良い 隣人 を 見 出す た め に は 、 ま ず 良 い 

隣人 で ある 必要 が ある の で す 。 隣人 と よい 
関係 を 保つ こと が で きる 人 々 は と て も 幸福 
な の で す 。 
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